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1 まえがき
無線ネットワークにおけるセンサノードでは, 省電力

化が重要である [1]. 省電力化の 1 つとして, 情報送信
時以外はスリープ状態とし, 基地局からの信号によって
ウェイクアップする方式が検討されている [2]. この方式
では, センサノード密度の高い状況において, 基地局か
らの信号を受信したノードが全てウェイクアップしてし
まい, 多大な干渉が生じてしまうという問題がある.

本稿では, この干渉を軽減する方式として, 変形擬 3

進M系列 [3]とOFDMAを用いるOFCDMA型オンデ
マンド無線ネットワークを提案する.

2 システム構成
図 1に橋などの保守管理をセンサーによって行うシス

テムモデルを示す。基地局 (情報収集ノード)はウェイク
アップ信号をセンサノードに送信する. ウェイクアップ信
号は, {0,1}-M系列に平衡チップを付与した系列とその反
転系列を交互に隣接サブキャリアに配置したOFCDMA

信号である.

センサノードは, 自ノードに宛てられた信号を抽出す
るために帯域通過フィルタ (BPF)を通し, 受信した信号
エネルギーをしきい値判定することによりウェイクアッ
プの有無を決定する. ウェイクアップが行われると送信
機に電力が供給され, センシングした情報を基地局へ返
送する. 情報を伝送する際には短時間でのデータ伝送を
行うために符号多値変調方式 (CSK)を用いる. CSKで
はM個の変形擬 3進M系列が利用され, 送信情報によ
りその 1つが選択される. 各センサノードには位相の異
なる擬 3進M系列と周波数帯 (サブキャリア群)が割り
振られているため, 最尤判定器と BPFを用いることで
基地局は受信信号を一意に特定できる.

3 ウェイクアップ信号検出誤り率
図 2にウェイクアップ信号エネルギー (Es)対白色雑

音電力密度比 (N0)に対するウェイクアップ信号検出誤
り率を示す. ただし, しきい値は Es/2 である.

4 むすび
本稿では, OFCDMAによりノードを分離した無線ネッ

トワークを考案した. ウェイクアップ信号検出誤り率を
導出し, ウェイクアップ基本特性を明らかにした.
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図 1 システムモデル
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図 2 誤り率特性
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